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鉄隕石や石鉄隕石は分化した微惑星の破片であり、これらから得られる化学組成・同位体組成情
報は微惑星の金属核の形成過程を知る上で強い制約条件を付すものと期待できる。タングステン
はやや親鉄性の元素で、その挙動は酸素フガシティー、圧力、化学組成等の条件によって比較的
変化しやすい。また、タングステンの同位体組成情報からは金属相とケイ酸塩相の分離のタイミ
ングに関する情報が得られる（Hf-W年代測定法）。しかし従来の研究ではタングステンのその複
雑な宇宙化学的性質により、Hf-W年代がどのような過程を反映したものなのかが正確に理解で
きない。そこで本研究では、タングステンの宇宙地球化学的挙動を明確にするために、タングス
テンの安定同位体組成変化を調べ、新しい知見を引き出す試みを行った。
 タングステンの安定同位体組成変化（天然での同位体分別）については、いくつかの鉄隕石、
普通コンドライトに対して調べられているが、その数はまだ少なく、化学グループ間、あるいは
同一化学グループ内での不均一さについての詳細な議論はなされていない。本研究では鉄隕石の
同一化学グループ内のW安定同位体組成の不均一さを調べるため、IIIABグループの鉄隕石中の
W同位体分析を多重検出器型誘導結合プラズマ質量分析計(MC-ICPMS)を用いて行った。また、
化学組成や酸素同位体組成においてIIIAB鉄隕石と強く関連があり、同一母天体由来であると考
えられている石鉄隕石であるメイングループパラサイト(PMG)についてもW同位体分析を行っ
た。それぞれの試料について、同位体希釈法を用いてW濃度の測定も行った。
 同位体比の測定結果は、186W/183W比(ε186W)において、IIIAB鉄隕石で-0.48から+1.43、
PMGで+0.88から+3.14の範囲を示し、IIIAB鉄隕石グループ内でW安定同位体組成の変動幅があ
ることがわかった。これらの同位体比の変動はすべて3同位体図上で質量に依存した同位体分別
ライン（MFライン）上にプロットされ、太陽系内ではある一つの均一なリザーバーから分化し
たと考えてよいことがわかった。また、W濃度の低いIIIAB鉄隕石ほど重いW同位体に富むとい
う関係が見られた。その相関関係から、タングステンの同位体分別が平衡論的同位体効果ではな
く、主として速度論的同位体効果によるものと解釈でき、IIIAB鉄隕石やPMGの母天体上での金
属核固化過程に伴うW同位体の速度論的同位体分別が起こった可能性が示された。


